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(57)【要約】
【課題】
　発光ダイオードに対する特別な検出や制御を要するこ
となく発光ダイオードを定電流制御することのできるＬ
ＥＤ点灯装置およびこのＬＥＤ点灯装置を具備する照明
器具を提供する。
【解決手段】
　ＬＥＤ点灯装置１は、直流電源回路２と、スイッチン
グ素子Q1，Q2を有するインバータ回路６および直列接続
されたインダクタL1およびコンデンサC1を有する共振回
路７を有してなり、スイッチング素子Q1，Q2が共振回路
７の無負荷共振周波数f0でオンオフ制御され、直流電源
回路２から入力した直流電圧を高周波交流電圧に変換す
る高周波発生回路３と、コンデンサC1の両端間またはイ
ンダクタL1の両端間に入力側が接続されている整流平滑
回路４と、整流平滑回路４の出力側に直列的に接続され
た発光ダイオード５とを具備している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直流電源回路と；
　スイッチング素子を有するインバータ回路および直列接続されたインダクタおよびコン
デンサを有する共振回路を有し、前記スイッチング素子が前記共振回路の無負荷共振周波
数を含む所定の周波数帯域内の周波数でオンオフ制御され、前記直流電源回路から入力し
た直流電圧を高周波交流電圧に変換する高周波発生回路と；
　前記コンデンサの両端間または前記インダクタの両端間に入力側が接続され、入力した
前記高周波交流電圧を整流平滑して出力する整流平滑回路と；
　この整流平滑回路の出力側に直列的に接続された発光ダイオードと；
　を具備していることを特徴とするＬＥＤ点灯装置。
【請求項２】
　所定の周波数帯域は、無負荷共振周波数に対して±５％に設定されている
　ことを特徴とする請求項１記載のＬＥＤ点灯装置。
【請求項３】
　請求項１または２記載のＬＥＤ点灯装置と；
　このＬＥＤ点灯装置の発光ダイオードを配設している器具本体と；
　を具備していることを特徴とする照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光ダイオードを定電流で点灯させるＬＥＤ点灯装置およびこのＬＥＤ点灯
装置を配設している照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種のＬＥＤ点灯装置には、例えば発光ダイオード（ＬＥＤ）に流れる電流を検出し
、その検出電流が所望値や一定値になるように制御し、発光ダイオードから所望の光出力
や一定の光出力を得ているものがある。例えば、電圧検出手段により検出される駆動電圧
と、電流検出手段により検出される駆動電流の積からなる消費電力が一定となるように、
ＬＥＤに駆動電圧および駆動電流を供給する電源手段を制御し定電力制御を行う制御手段
を備えるＬＥＤ駆動装置が提案されている（特許文献１参照。）。
【０００３】
　この従来技術のＬＥＤ駆動装置は、さらに、定電力制御と、駆動電流が一定となるよう
に電源手段を制御する定電流制御とを駆動電圧に基づいて切り替えて行えるものである。
これにより、定電流制御を行いながら、ＬＥＤに対して過大な消費電力とならないように
制御することができ、光を安定に照射することができるとともに、寿命を長くすることが
できるというものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－２１０８３６号公報（第７－８頁、第１図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１のＬＥＤ駆動装置は、電圧検出手段、電流検出手段および制御手段によるフ
ィードバック制御により、ＬＥＤの消費電力を一定に制御することができるが、電圧検出
手段、電流検出手段および制御手段による部品点数が増加し、その分コストも上昇すると
いう欠点を有する。
【０００６】
　そして、ＬＥＤの光出力が一定であり、光出力の可変を要しないＬＥＤ点灯装置は、省
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資源の観点からも部品点数の削減が望まれている。
【０００７】
　本発明は、発光ダイオードに対する特別な検出や制御を要することなく発光ダイオード
を定電流制御することのできるＬＥＤ点灯装置およびこのＬＥＤ点灯装置を具備する照明
器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載のＬＥＤ点灯装置の発明は、直流電源回路と；スイッチング素子を有す
るインバータ回路および直列接続されたインダクタおよびコンデンサを有する共振回路を
有し、前記スイッチング素子が前記共振回路の無負荷共振周波数を含む所定の周波数帯域
内の周波数でオンオフ制御され、前記直流電源回路から入力した直流電圧を高周波交流電
圧に変換する高周波発生回路と；前記コンデンサの両端間または前記インダクタの両端間
に入力側が接続され、入力した前記高周波交流電圧を整流平滑して出力する整流平滑回路
と；この整流平滑回路の出力側に直列的に接続された発光ダイオードと；を具備している
ことを特徴とする。
【０００９】
　本発明および以下の発明において、特に言及しない限り、各構成は以下による。
【００１０】
　直流電源回路は、直流電圧を出力するものであれば、その構成は問わない。
【００１１】
　インダクタは、二次巻線を有して形成され、その二次巻線の両端間に整流平滑回路が接
続されてもよい。インダクタが単巻で形成されている場合には、その単巻の両端間に整流
平滑回路が接続される。
【００１２】
　無負荷共振周波数を含む所定の周波数帯域とは、無負荷共振周波数およびその近傍の周
波数を意味する。これにより、発光ダイオードに流れる目標電流の幅（範囲）が許容され
る。すなわち、厳密な無負荷共振周波数および目標電流に限定されないものである。
【００１３】
　発光ダイオードは、１個であってもよい。この場合、１個の発光ダイオードが整流平滑
回路の出力間に接続される。
【００１４】
　また、直列接続された発光ダイオード全体の順方向電圧（Vf）がほぼ同等であれば、整
流平滑回路の出力側に複数の直列接続された発光ダイオードを並列的に接続してもよい。
しかし、直列接続された発光ダイオードが複数の場合には、共振回路、整流平滑回路およ
び直列接続された発光ダイオードをインバータ回路に並列的に接続することが好ましい。
【００１５】
　本発明によれば、インバータ回路のスイッチング素子をインダクタおよびコンデンサの
無負荷共振周波数を含む所定の周波数帯域内の周波数でオンオフ動作させることにより、
共振回路に定電流が流れる。この定電流は、整流平滑回路で整流平滑され、発光ダイオー
ドに流れる。すなわち、スイッチング素子の上記オンオフ動作により、共振回路に定電流
が流れるので、整流平滑回路から定電流が出力されるようになり、発光ダイオードの数量
や種別などによらず、発光ダイオードに定電流が流れるようになる。
【００１６】
　請求項２に記載のＬＥＤ点灯装置は、請求項１記載のＬＥＤ点灯装置において、所定の
周波数帯域は、無負荷共振周波数に対して±５％に設定されていることを特徴とする。
【００１７】
　本発明によれば、所定の周波数帯域を、無負荷共振周波数に対して±５％に設定するこ
とにより、発光ダイオードに対して定電流を流すことができる周波数帯域幅が充分に確保
される。
【００１８】
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　請求項３に記載の照明器具の発明は、請求項１または２記載のＬＥＤ点灯装置と；この
ＬＥＤ点灯装置の発光ダイオードを配設している器具本体と；を具備していることを特徴
とする。
【００１９】
　器具本体は、発光ダイオードを除くＬＥＤ点灯装置の構成部品をユニット化して配設し
てもよい。
【００２０】
　本発明によれば、請求項１または２記載のＬＥＤ点灯装置を具備するので、各発光ダイ
オードから一定の光出力が得られる照明器具が提供される。
【発明の効果】
【００２１】
　請求項１の発明によれば、発光ダイオードの数量や種別などによらず、発光ダイオード
に定電流が流れるので、フィードバック制御のための電圧検出手段、電流検出手段および
制御手段を設ける必要がなく、その部品点数が削減される結果、ＬＥＤ点灯装置を小形化
することができ、安価にすることができる。
【００２２】
　請求項２の発明によれば、発光ダイオードに対して定電流を流すことができる周波数帯
域幅を充分に確保できる。
【００２３】
　請求項３の発明によれば、請求項１または２記載のＬＥＤ点灯装置を具備するので、一
定の光出力が得られるとともに、安価な照明器具を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１の実施形態を示すＬＥＤ点灯装置の概略回路図。
【図２】同じく、無負荷共振周波数に対する動作周波数のずれ量と負荷特性との対応を示
すグラフ。
【図３】本発明の第２の実施形態を示すＬＥＤ点灯装置の概略回路図。
【図４】本発明の第３の実施形態を示すＬＥＤ点灯装置の概略回路図。
【図５】同じく、発光ダイオードの制御の一例を示すタイミングチャート。
【図６】本発明の第４の実施形態を示す照明器具の概略斜視図。
【図７】同じく、照明器具の一部切り欠き概略側面図。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明の一実施の形態について図面を参照して説明する。まず、本発明の第１の
実施形態について説明する。
【００２６】
　図１は、本発明の第１の実施形態を示すＬＥＤ点灯装置の概略回路図、図２は無負荷共
振周波数に対する動作周波数のずれ量と負荷特性との対応を示すグラフである。ＬＥＤ点
灯装置１は、直流電源回路２、高周波発生回路３、整流平滑回路４および発光ダイオード
５を有して構成されている。
【００２７】
　直流電源回路２は、交流電源Vsに接続され、交流電源Vsからの交流電圧を直流電圧に変
換して出力するように構成されている。この直流電源回路２は、例えば、整流器およびこ
の整流器の出力電圧を平滑する平滑用コンデンサ、整流器およびこの整流器の出力電圧を
昇降圧するチョッパ回路など、既知の回路構成で形成されている。
【００２８】
　高周波発生回路３は、インバータ回路６、共振回路７およびインバータ制御回路８を有
して構成されている。インバータ回路６は、直流電源回路２の出力間に直列接続されたス
イッチング素子Q1，Q2からなっている。スイッチング素子Q1，Q2は、例えば電界効果トラ
ンジスタである。スイッチング素子Q1，Q2の制御端子（ゲート）は、インバータ制御回路
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８に接続されている。
【００２９】
　共振回路７は、インダクタL1およびコンデンサC1の直列回路からなり、スイッチング素
子Q2の両端間に接続されている。そして、インバータ制御回路８は、共振回路７の無負荷
共振周波数f0でインバータ回路６のスイッチング素子Q1，Q2を交互にオンオフ制御するよ
うに形成されている。無負荷共振周波数f0は、１／（２π×（L0×C0）

１／２）で求めら
れる。ここで、L0は、インダクタL1のインダクタンス値であり、C0は、コンデンサC1のキ
ャパシタンス値である。
【００３０】
　スイッチング素子Q1，Q2が無負荷共振周波数f0でオンオフ制御されることにより、直流
電源回路２から入力した直流電圧が高周波交流電圧に変換されてコンデンサC1の両端間に
発生し、共振回路７に高周波交流の定電流が流れるようになる。定電流の電流値は、イン
ダクタL1のインダクタンス値L0およびコンデンサC1のキャパシタンス値C0によって決定さ
れる。
【００３１】
　なお、スイッチング素子Q1，Q2が無負荷共振周波数f0の近傍の周波数すなわち略無負荷
共振周波数f1でオンオフ制御されても、上記同様、共振回路７に高周波交流の定電流が流
れる。
【００３２】
　ここで、スイッチング素子Q1，Q2を無負荷共振周波数f0でオンオフ制御した場合、理想
的には（損失がなければ）開放電圧が無限大となり、共振回路７に流れる高周波交流電流
が定電流となるものの、実際には損失が発生することにより、完全な定電流ではなく、擬
似的な定電流となる。図２に示すように、無負荷共振周波数f0に対するずれ量Δfが大き
くなるほど、負荷特性が理想的な負荷特性に対して傾き、理想的な定電流特性から離れて
いく。したがって、略無負荷共振周波数f1を設定する周波数帯域を、無負荷共振周波数f0
に対して例えば±５％とする(図中の領域Ａ)ことで、共振回路７に流れる高周波交流電流
をほぼ定電流として用いることができる範囲Ｒを、例えばずれ量Δｆ＝１０％の場合の範
囲Ｒ１と比較して充分に確保できる。すなわち、略無負荷共振周波数f1が上記周波数帯域
内であれば、共振回路７に流れる高周波交流電流をＬＥＤ点灯装置１の使用範囲内で実質
的に定電流として取り扱うことが可能である。
【００３３】
　図１に示す整流平滑回路４は、整流器９およびコンデンサC2からなっている。そして、
整流器９の入力側が共振回路７のコンデンサC1の両端間に接続され、整流器９の出力側に
コンデンサC2が接続されている。整流平滑回路４は、コンデンサC1から入力した高周波交
流電圧（高周波交流の定電流）を整流平滑し、一定の直流電圧（直流の定電流）を出力す
る。
【００３４】
　発光ダイオード５は、複数個が直列接続され、整流平滑回路４の出力間に接続されてい
る。発光ダイオード５は、整流平滑回路４から供給される定電流が流れることにより点灯
する。なお、共振回路７が定電流の高周波交流電流を出力するため、発光ダイオード５に
は、これら発光ダイオード５のいずれかが破損して開放された(オープン破壊)場合の保護
回路を設けておき、このオープン破壊時の回路保護をすることが好ましい。
【００３５】
　次に、本発明の第１の実施形態の作用について述べる。
【００３６】
　高周波発生回路３のインバータ制御回路８がインバータ回路６のスイッチング素子Q1，
Q2を共振回路７の無負荷共振周波数f0で交互にオンオフ制御することにより、共振回路７
に高周波交流の定電流が流れる。この高周波交流の定電流は、整流平滑回路４で整流平滑
される。整流平滑回路４は、直流の定電流を発光ダイオード５に供給するようになる。直
列接続された各発光ダイオード５は、それぞれ定電流が流れて、ほぼ一定の光出力で点灯
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する。
【００３７】
　そして、インバータ回路６のスイッチング素子Q1，Q2が無負荷共振周波数f0、あるいは
略無負荷共振周波数f1でオンオフ制御されていることにより、直列接続されている発光ダ
イオード５の数量に係らず、整流平滑回路４からは、定電流が供給される。したがって、
直列接続される発光ダイオード５の数量を適宜選択することにより、発光ダイオード５か
らの放射光による明るさ（照度）を所望に設定することができる。
【００３８】
　そして、発光ダイオード５に流れる電流を検出する電流検出回路や当該電流に比例する
例えば発光ダイオード５の両端間電圧を検出する電圧検出回路を設けず、これら電流検出
回路や電圧検出回路の検出結果に基づいて発光ダイオード５に定電流が流れるように制御
する制御手段を構成しないので、その分、回路部品の部品点数が削減されている。また、
インバータ制御回路８は、インバータ回路６のスイッチング素子Q1，Q2を無負荷共振周波
数f0(略無負荷共振周波数f1)で交互にオンオフ制御するのみであるので、簡素な回路構成
である。したがって、当該部品点数が削減されている分およびインバータ制御回路８が簡
素な構成である分、ＬＥＤ点灯装置１を小形化することができ、安価にすることができる
。
【００３９】
　また、インバータ回路６は、２石のスイッチング素子Q1，Q2で構成されているので、１
石のスイッチング素子で構成されているインバータ回路と比較して、無負荷共振周波数f0
でのオンオフ動作が良好にでき、これにより、スイッチング素子Q1，Q2の損失を低減する
ことができ、ノイズの発生を抑制することができる。
【００４０】
　さらに、共振回路７の動作周波数を設定する周波数帯域を、無負荷共振周波数f0に対し
て±５％に設定することにより、発光ダイオード５に対して定電流を流すことができる周
波数帯域幅を充分に確保できる。
【００４１】
　次に、本発明の第２の実施形態について述べる。
【００４２】
　図３は、本発明の第２の実施形態を示すＬＥＤ点灯装置の概略回路図である。なお、図
１と同一部分には、同一符号を付して説明は省略する。
【００４３】
　図３に示すＬＥＤ点灯装置11は、図１および図２に示すＬＥＤ点灯装置１において、高
周波発生回路3Aの共振回路７のインダクタL1に代えて二次巻線L2bを有するインダクタL2
を備え、整流平滑回路４の整流器９に代えて整流用のダイオードD1，D2を備えている。す
なわち、共振回路7Aは、インダクタL2およびコンデンサC1からなり、インダクタL2の一次
巻線L2aおよびコンデンサC1の直列回路がインバータ回路６のスイッチング素子Q2の両端
間に接続されている。
【００４４】
　そして、インダクタL2の二次巻線L2bの一端側タップL2baおよび他端側タップL2bbは、
ダイオードD1，D2のそれぞれのアノード側にそれぞれ接続され、ダイオードD1，D2のそれ
ぞれのカソード側は、コンデンサC2の正極側に接続されている。また、インダクタL2の二
次巻線L2bの中間側タップL2bcは、コンデンサC2の負極側に接続されている。
【００４５】
　インバータ制御回路８は、インダクタL2およびコンデンサC1の直列無負荷共振周波数f0
(略無負荷共振周波数f1)でインバータ回路６のスイッチング素子Q1，Q2を交互にオンオフ
制御する。これにより、共振回路7Aに高周波交流の定電流が流れる。この高周波交流の定
電流は、インダクタL2の二次巻線L2bに誘起され、整流平滑回路4Aに入力される、そして
、整流平滑回路4AのダイオードD1，D2で整流され、コンデンサC2で平滑されて、直流の定
電流に変換される。以下、図１および図２のＬＥＤ点灯装置１と同様の作用、効果を有す
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る。
【００４６】
　次に、本発明の第３の実施形態について述べる。
【００４７】
　図４は、本発明の第３の実施形態を示すＬＥＤ点灯装置の概略回路図、図５は各発光ダ
イオードの制御の一例を示すタイミングチャートである。なお、図１と同一部分には、同
一符号を付して説明は省略する。
【００４８】
　図４および図５に示すＬＥＤ点灯装置12は、図１および図２に示すＬＥＤ点灯装置１に
おいて、整流平滑回路４の出力間に、発光色の異なる複数種の発光ダイオード5A，5B，5C
を直列的に接続したものである。発光ダイオード5A，5B，5Cは、それぞれ複数個の同じ発
光色の発光ダイオードが直列接続されているものである。発光ダイオード5Aは、赤色（Ｒ
）の色光を放射するように形成されている。また、発光ダイオード5Bは、緑色（Ｇ）の色
光を放射するように形成され、発光ダイオード5Cは、青色（Ｂ）の色光を放射するように
形成されている。
【００４９】
　そして、発光ダイオード5A，5B，5Cのそれぞれの両端間に、開閉手段としての電界効果
トランジスタQ3，Q4，Q5がそれぞれ接続されている。電界効果トランジスタQ3，Q4，Q5の
それぞれの制御端子（ゲート）は、制御回路としての可変色制御回路13に接続されている
。
【００５０】
　可変色制御回路13は、図示しない壁スイッチやリモコン装置などから送信された外部信
号に応じて、電界効果トランジスタQ3，Q4，Q5のオンオフ動作（開閉動作）を個別に制御
するように構成されている。すなわち、可変色制御回路13により、全ての電界効果トラン
ジスタQ3，Q4，Q5がオフ制御されると、発光ダイオード5A，5B，5Cのそれぞれの両端間が
電界効果トランジスタQ3，Q4，Q5からそれぞれ開放され、整流平滑回路４の出力間に、全
ての発光ダイオード5A，5B，5Cが直列的に接続される。
【００５１】
　また、電界効果トランジスタQ3がオフ制御され、電界効果トランジスタQ4，Q5がオン制
御されると、発光ダイオード5Aの両端間が電界効果トランジスタQ3から開放され、発光ダ
イオード5B、5Cのそれぞれの両端間が電界効果トランジスタQ4，Q5によりそれぞれ短絡さ
れ、整流平滑回路４の出力間に発光ダイオード5Aが接続される。同様に、電界効果トラン
ジスタQ4がオフ制御され、電界効果トランジスタQ3，Q5がオン制御されると、整流平滑回
路４の出力間に発光ダイオード5Bが接続され、電界効果トランジスタQ5がオフ制御され、
電界効果トランジスタQ3，Q4がオン制御されると、整流平滑回路４の出力間に発光ダイオ
ード5Cが接続される。
【００５２】
　次に、本発明の第３の実施形態の作用について述べる。
【００５３】
　可変色制御回路13の制御により、全ての電界効果トランジスタQ3，Q4，Q5がオフされる
と、発光ダイオード5A，5B，5Cが整流平滑回路４の出力間に接続される。そして、直列接
続された発光ダイオード5A，5B，5Cは、整流平滑回路４からの定電流が流れて点灯する。
各発光ダイオード5A，5B，5Cからは、それぞれ異なる光出力であるが、それぞれ一定の光
出力の赤色光、緑色光および青色光が放射される。これらの各色光は、混光して例えば白
色光などの所望の色の光となって出射される。
【００５４】
　そして、電界効果トランジスタQ3がオフ制御され、電界効果トランジスタQ4，Q5がオン
制御されると、整流平滑回路４からの定電流は、発光ダイオード5A、電界効果トランジス
タQ4および電界効果トランジスタQ5の経路で流れる。これにより、発光ダイオード5Aは、
点灯し、発光ダイオード5B，5Cは、消灯する。そして、発光ダイオード5Aからは、一定の
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光出力の赤色光が放射される。
【００５５】
　また、電界効果トランジスタQ4がオフ制御され、電界効果トランジスタQ3，Q5がオン制
御されると、整流平滑回路４からの定電流は、電界効果トランジスタQ3、発光ダイオード
5Bおよび電界効果トランジスタQ5の経路で流れる。これにより、発光ダイオード5Bは、点
灯し、発光ダイオード5A，5Cは、消灯する。発光ダイオード5Bからは、一定の光出力の緑
色光が放射される。
【００５６】
　また、電界効果トランジスタQ5がオフ制御され、電界効果トランジスタQ3，Q4がオン制
御されると、整流平滑回路４からの定電流は、スイッチング素子(電界効果トランジスタ)
Q1、スイッチング素子(電界効果トランジスタ)Q2および発光ダイオード5Cの経路で流れる
。これにより、発光ダイオード5Cは、点灯し、発光ダイオード5A，5Bは、消灯する。発光
ダイオード5Cからは、一定の光出力の青色光が放射される。
【００５７】
　すなわち、例えば図５に示すように、発光ダイオード5A，5B，5Cは、電界効果トランジ
スタQ3，Q4，Q5のそれぞれを独立してＰＷＭ制御することにより、それぞれ独立して発光
制御できる。
【００５８】
　このように、ＬＥＤ点灯装置12は、可変色制御回路13による電界効果トランジスタQ3，
Q4，Q5のオンオフ動作（開閉動作）に応じて、異なる発光色の発光ダイオード5A，5B，5C
から赤色光、緑色光および青色光の異なる色光を放射させることができる。また、各発光
ダイオード5A，5B，5Cは、整流平滑回路４からの定電流が流れるので、赤色光、緑色光お
よび青色光の異なる色光をそれぞれ一定の光出力で放射することができるとともに、ＬＥ
Ｄ電流の立ち上がりが早い。
【００５９】
　そして、各発光ダイオード5A，5B，5Cは定電流を流すために、電流検出回路や電圧検出
回路などを設けていない構成であるので、電流検出回路や電圧検出回路などの回路部品の
部品点数が削減される分、ＬＥＤ点灯装置12を小形化することができ、安価にすることが
できる。
【００６０】
　次に、本発明の第４の実施形態について述べる。
【００６１】
　図６は、本発明の第４の実施形態を示す照明器具の概略斜視図、図７は、同じく照明器
具の一部切り欠き概略側面図である。なお、図４と同一部分には、同一符号を付して説明
は省略する。
【００６２】
　図６に示す照明器具14は、天井等の造営物に取付けられるスポットライトであり、略円
筒状に形成された器具本体15の内部に、図４に示す発光ダイオード5A，5B，5Cをモジュー
ル化して配設している。そして、器具本体15の前面15aに、発光ダイオード5A，5B，5Cか
ら放射される赤色光、緑色光および青色光がそれぞれ出射される開口部16a，16b，16cを
形成している。
【００６３】
　器具本体15は、図７に示すように、ジョイント17を介して回動自在にアーム18に固定さ
れている。そして、アーム18は、フランジ19に固定されている。フランジ19は、天井を挟
むようにして、天井の裏側に設けられた図示しないプレート板に固定されている。
【００６４】
　そして、電源コード20の一端側20aが天井の裏側からアーム18の内部に導入され、さら
にアーム18を挿通して器具本体15の内部に導入され、発光ダイオード5A，5B，5Cに接続さ
れている。電源コード20の他端側20bは、点灯ユニット21に接続されている。点灯ユニッ
ト21は、図４および図５に示すＬＥＤ点灯装置12において、発光ダイオード5A，5B，5Cを
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【００６５】
　照明器具14は、器具本体15の前面15aの開口部16a，16b，16cからそれぞれ異なる赤色光
、緑色光および青色光が出射される。そして、これらの各色光は、それぞれ一定の光出力
であり、個別にまたは混光して、展示品などの被照射物を照明することができる。これに
より、被照射物に対する演出照明を向上させることができる。また、図４に示すＬＥＤ点
灯装置12を具備することになるので、照明器具14を安価にすることができる。
【００６６】
　なお、ＬＥＤ点灯装置12を具備する照明器具は、上記スポットライトの照明器具14に限
らず、雰囲気演出用の照明器具などの一般照明器具に用いてもよい。また、ＬＥＤ点灯装
置12は、赤色光、緑色光および青色光を個別に放射させることができるので、信号灯、サ
イン灯や表示灯などに用いてもよい。
【符号の説明】
【００６７】
　１，11，12　　ＬＥＤ点灯装置
　２　　直流電源回路
　３，3A　　高周波発生回路
　４，4A　　整流平滑回路
　５，5A，5B，5C　　発光ダイオード
　７　　共振回路
　14　　照明器具
　15　　器具本体
　C1　　コンデンサ
　L1，L2　　インダクタ

【図１】

【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】
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